
○金属等の材料に対して機械加工・塑性加工等を施すことで精密な形状を生
成する精密加工技術である。製品や製品を構成する部品を直接加工するほ
か、部品を所定の形状に加工するための精密な工具や金型を製造する際にも
利用される

○具体的には、
・金属、プラスチック、セラミックス、ゴム、木材等多岐にわたる材料を目的に応じ
た形状に成形加工するために、機械・工具又は金型等で圧力を加えて所要の
形状・寸法に塑性変形・塑性流動させて成形する技術や金属プレス機等の加
圧装置を用いて、金型形状を転写する加工技術
・切削工具、電気、光エネルギー等を用いて素材の一部を除去し、必要な寸
法や形状を得る加工技術等、様々な技術
・製造業の根幹をなす基幹技術であり、特に、様々な加工の中心となる工作
機械、鍛圧機械の技術レベルは、他の産業の競争力に大きな影響を与えてい
る

など

精密加工技術とは・・・

特定ものづくり基盤技術「３．精密加工技術」

１．デザイン開発技術

２．情報処理技術

３．精密加工技術

４．製造環境技術

５．接合・実装技術

６．立体造形技術

７．表面処理技術

８．機械制御技術

９．複合・新機能材料技術

１０．材料製造プロセス技術

１１．バイオ技術

１２．測定計測技術



川下分野 課題及びニーズ

共通 ア．高機能化・精密化・軽量化
イ．新たな機能の実現
ウ．品質の安定性・安全性の向上
エ．高感性化
オ．環境配慮
カ．生産性・効率化の向上、低コスト化

医療・健康・介護 ア．高衛生・信頼性・安全性の保証
イ．生体親和性向上
ウ．フレキシブル生産
エ．寿命向上
オ．リビジョン対応
カ．手術手技の簡素化(操作性向上）

環境・エネルギー ア．高効率化
イ．複雑形状化
ウ．コンパクト化
エ．軽量化
オ．高リサイクル化

航空宇宙 ア．高機能化（高剛性、高比強度、耐熱性、耐食
性等）

イ．信頼性向上
ウ．軽量化、ネットシェイプ化
エ．燃費向上
オ. 構体形状設計の自由度向上

自動車 ア．衝突時の安全性の向上
イ．軽量化
ウ．複雑形状化・一体加工化
エ．燃費向上
オ．ハイブリッド化、ＥＶ化、燃料電池化
カ．静粛性向上
キ．操作性向上
ク．フレキシブル生産

特定ものづくり基盤技術「３．精密加工技術」 川下製造業者等が抱える課題及びニーズ

川下分野 課題及びニーズ

スマートホーム ア．高剛性化
イ．複雑形状化
ウ．高機能化
エ．製品意匠面の高品位化
オ．高強度化
カ．軽量化
キ．静音化・高放熱化

ロボット

ア．安全性の向上
イ．複雑形状加工
ウ．高耐久性・高信頼性の実現
エ．フレキシブル生産

産業機械・
農業機械

ア．高機能化（加工技術の組み合わせ・複合化）
イ．高耐久性の実現



特定ものづくり基盤技術「３．精密加工技術」 高度化目標の達成に資する特定研究開発等の実施方法

技術開発の方向性

（１）技術要素の高度化に対応し
た技術開発の方向性

①高精度化
②小型化・高剛性化
③工具・金型等の長寿命化
④高合金鋼・軽金属・難加工材・新素材への対応

（２）高効率化に対応した技術開
発の方向性

①加工の高速化・自動化
②加工工程等の削減
③コストの削減
④材料歩留まり向上

（３）管理技術の高度化に対応し
た技術開発の方向性

①データベースの構築と活用
②工場の高度化
③技術の複合化
④製造における安全・環境の向上

（４）環境配慮に向けた技術開発
の方向性

①省エネルギー・省資源化
②周辺環境への配慮
③リサイクル
④潤滑剤使用量等の低減化

（５）ＩｏＴ、ＡＩ等を活用した
技術開発の方向性

①センサ技術等を活用した信頼性の高いデータの取得・蓄積
②ＩｏＴ、ＡＩ等の活用による設備等の予知保全・遠隔保守、運用最適化、匠の技のデジタル化等を通じた精密加
工に係る技術開発プロセスの効率化・生産性向上

③ＩｏＴ、ＡＩ等の活用による新たなサービス創出

⑤薄肉加工
⑥中空化
⑦中量・多品種生産
⑧複合一体化

⑤効率化・省人化
⑥仕上げ自動化
⑦検査の自動化
⑧測定方法の革新

⑤製造における品質管理
⑥技術・技能のデジタル化
⑦シミュレーション技術の高度化



サポイン採択年度 プロジェクト名 研究開発体制

平成26年度
クリーンルーム環境対応の水静圧軸制御オイルレス加工マシンと防
錆・循環水系システムの開発

(株)ナガセインテグレックス、岐阜大学、
岩手大学、(公財)岐阜県産業経済振興センター

平成26年度
タッチパネル用新世代樹脂複合板材の曲線成形切断加工技術
の開発

(一財)九州産業技術センター、(株)ファインテック、
長崎大学、(国研)理化学 研究所

特定ものづくり基盤技術「３．精密加工技術」 研究開発事例








